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Epithelial Mesenchymal Transition: EMT）にも関与していることが示唆されて
いる。本研究では、口腔扁平上皮癌細胞においてCD36陽性細胞で細胞接着に関わ
る分子であるE-cadherinやβ-cateninの発現の低下とともに遊走能が亢進して
いたことからCD36陽性細胞におけるEMTとの関連について、現在さらに検討を行
っている。また、CD36陽性細胞におけるCD44の発現について解析したところ、CD36
陽性細胞においてはCD44の発現が強陽性と弱陽性の2つの細胞集団に分けられた
。この内特にCD44弱陽性細胞ではE-cadherinとβ-cateninの発現低下が認められ
、細胞接着能のさらなる低下が示唆された。 
本研究では、口腔扁平上皮癌においてCD36陽性細胞は、陰性細胞と比べて、Ki-
67の発現が増強し、また、接着分子であるE-cadherinやその裏打ちタンパクであ
るβ-cateninの発現低下とともにPDGFRsの発現が増強しており、細胞の遊走能が
亢進していた。以上の観察から、これらの細胞集団の中により増殖能や転移能が
高い細胞が含まれている可能性が示唆された。以上の結果、CD36は口腔扁平上皮
癌の悪性度診断において有用なマーカーの1つと考えられた。また、CD36に対する
中和抗体投与や、siRNAによるCD36をノックダウンした担癌マウスモデルによる
抗腫瘍効果の報告もあることから、これらCD36に対する特異的抗体や脂肪酸代謝
を標的とした阻害薬の実臨床での応用が期待される。CD36の発現とEMTとの関連
や、抗癌剤や放射線治療に対する抵抗性との関連など、いまだに不明な点もある
ことから、今後このCD36の診断への応用や治療上の標的化を目指してさらに解析
を進めていく必要がある。 
